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Abstract: This study examines the possibilities and challenges of integrating engineering and 
sociology in artificial intelligence (AI) research. We review the current AI boom in terms of R&D and 
social expectations, and then analyze newspaper articles to see if social expectations are outweighing 
the reality of R&D. The results suggest that the users are trying to deepen their understanding of the 
research, rather than widening the gap between engineering research and society. In order to 
understand the reality of the society and to carry out artificial intelligence research with stakeholders, 
we discuss the possibilities of inter-disciplinary research between engineering and sociology, as well 




ブームは，第 2 次，第 3 次と続き現在に至る．2010 年頃か
ら現在まで続く第 3 次ブームは, 高精度な物体認識と特徴















現したと言える[2] . つまり, ある技術は社会実装されて
こそ, イノベーションが創出されたことになる. 人工知能
は, 未来への社会的期待の増大に技術の変化が間に合わ






























が生じていることを論じ，第 6 章で本論をまとめる． 















次に，第 3 次 AI ブームでは具体的に何が発展してきた
のか．きっかけとなった技術として, Deep learning の登場




























一方，Deep Q-network という Deep learning と強化学習が
融合した技術が 2015 年頃に登場した[8] ．これは強化学習







































3. AI 研究に対する期待／不安, AI ／IA 
人工知能や AI という用語は, 曖昧でありつつも日本社
会で普及しており, 人々の間で一定のイメージがもたれ
ていると考えられる．日本では, 第１次, 第 2 次ブームに
比べて, 現在のコンピュータ環境が第 3 次ブームの社会的
関心を高め, 社会的インパクトが強調されている [12]. 例
えばプロ棋士と人工知能の対局であった電王戦[13]や，先
述の Deep Q-network でヒトよりゲームのハイスコアを獲
得する[14]出来事が注目を集めた．また, 自動車会社が自
動運転技術の研究開発に着手し，AI 技術搭載を謳う業務








































た. 具体的には, 2020 年 5 月時点において, 日本国内での
販売部数 1 位の『読売新聞』, 及び 2 位の『朝日新聞』に














ると考えたからである. 検索対象の期間は, 第 3 次 AI ブ
ームが始まったとされる 2010 年 1 月から 2019 年 12 月ま
での 10 年間としている. 
 
2) 調査結果 
 検索キーワードの抽出件数は, 『読売新聞』が 167 件, 
『朝日新聞』が 165 件, 日経 4 紙が 1,586 件であった。記
事件数の推移は図 1 の通りである.  
「ディープラーニング」という言葉が新聞に登場したの
は,日経 4 紙が 2013 年であり, 読売新聞と朝日新聞では
2014 年であった。いずれの新聞においても, 2016 年に
図 1 Deep learning 関連記事数の推移 
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Google 傘下の企業が開発した囲碁 AI「アルファ碁」に, 
Deep learning という技術が用いられていたことを紹介す
る記事をきっかけに, 多数の関連記事が出されていた. 
2017 年には、広辞苑に用語として Deep learning が掲載さ
れている. その後, 若干の記事数の減少がありつつも, 
継続して関連記事が取り上げられる増加期が続いている. 
AI 報道が科学部系の部署でなく, 主に経済・社会部系の
























等教育の変容など, Deep learning が普及することで広く教
育に与える影響も論じられる『読売新聞』（2019.3.12）





















































































討した. まず工学的な視点から, AI 技術に代表されるニュ
ーラルネットワークや Deep learning，Deep Q-network など
の技術的な現状を概説した上で，最適化問題や分類問題を
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